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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

 

奈良先端大では、台湾側の国立成功大で開発した改良型 PETS（Pressing Evaluation 

Training System）に AR（拡張現実）可視化技術を統合した AR-mPETS を国立成功大のチ

ームと合同で開発する。東大では、誇張表現法などを取り入れた VR（仮想現実）可視化技

術を組み込んだ VR-mPETS を国立成功大のチームと合同で開発する。なお、これらシステ

ムの開発に当たり、システム使用者の特性に応じたインタフェースの最適化に主眼をおく。

本年度中に、これら２種類のシステムの一通りの開発を完了させる。 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

 

奈良先端大および東大において、PETS に対する AR 技術、VR 技術の統合に関する研究

に取り組んだ。それぞれの取り組みについて、以下に概要を示す。 

 

・奈良先端大チーム 

mPETS への AR 機能の統合に取り組んだ。具体的には、光学透過型ヘッドマウントディ

スプレイが mPETS の位置を認識し、ユーザが頭の位置を動かしても、常に指の位置にコ

ンピュータグラフィックス映像が表示されるようなキャリブレーション機能を開発した。

また、そのシステムに音楽演奏機能を導入し、音楽演奏をしながら指の運動訓練を実施で

きるようにした。ここでは、ユーザが訓練意欲を長期にわたって維持しながら効果的な訓

練ができるように、まず、MIDI という広く流通している音楽データ形式を用いることでユ

ーザが自分の好きな曲を選んで利用することができるようにした。その上で、演奏の難易

度の調整やユーザの訓練目的に応じた訓練内容の調整を自動的に行う機能を開発した。こ

のシステムの実用的な評価に先立ち、研究室の学生を対象に、AR 機能導入の効果を確認す

る実験を行い、AR 機能を用いることでタイミングや押す指の間違いが減少することが確認

できた。また、日常的に利用する鏡をスマートミラー化し、そこに仮想キャラクターを登

場させ、その励まし効果を利用する方法について検討を行った。 

 

・東大チーム 

mPETS との統合も想定した VR デバイスおよびゲームコンテンツの研究開発に取り組ん

だ。昨年度の議論から視覚フィードバックを活用したリハビリ支援について擬似触覚

（Pseudo-Haptics）とゲーミフィケーションの二つの要素についての具体的な検討に基づ

き、共有アクション効果による参加者間の共感醸成を狙った、指の運動と足の運動を行う

ゲームと、多様な触覚フィードバックを行うことで前進を使った運動をゲーム体験できる

非接地型の VR 触覚提示デバイスの研究開発に取り組んだ。共有アクション効果は限定的な

ものにとどまるものの、運動内容にゲーム性を持たせることと VR 体験による自発的な運動

の誘導はリハビリテーション活動を楽しめるものにし、継続性に寄与する可能性があり、

引き続きリハビリテーション活動への VR 技術の効果的な適用法について吟味していく。 

 

以上 

 


